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題字・清水英夫

５
月
24
日
、
５
月
理
事
会
を
開
催
し
た
。

１．

委
員
会
活
動
報
告

◇
出
版
編
集
委
員
会
　
飯
田
副
委
員
長

８
月
号
、T

H
E
P
E
R
SO
N

は
民
放

連
新
会
長
の
井
上
弘
氏
。
旬
の
顔
は
染

谷
将
太
さ
ん
。
特
集
は
、
ギ
ャ
ラ
ク
シ

ー
賞
詳
報
。

９
月
号
は
旬
の
顔
が
マ
ツ
コ
・
デ
ラ

ッ
ク
ス
さ
ん
の
予
定
。
特
集
は
「
Ｂ
Ｓ

放
送
局
は
生
き
残
れ
る
か
」。

橋
本
専
務
理
事
よ
り
委
員
会
活
動
報

告
を
一
時
中
断
し
「
そ
の
他
①
」
を
先

に
審
議
し
た
い
と
の
提
案
が
あ
り
了
承

さ
れ
た
。

２．
「
そ
の
他
①
」
第
８
期
、
第
９
期
理

事
候
補
者
の
指
名
・
承
認
に
つ
い
て

（
橋
本
専
務
理
事
）

４
月
26
日
、
理
事
会
終
了
後
当
会
の

細
則
に
基
づ
き
「
理
事
会
準
備
会
」
を

開
催
し
た
。
理
事
選
挙
の
結
果
の
上
位

15
位
ま
で
の
理
事
候
補
者
に
理
事
就
任

の
諾
否
を
確
認
し
た
結
果
、
15
位
以
上

17
名
（
15
位
同
票
３
名
）の
内
２
名
が
辞

退
し
た
の
で
結
果
と
し
て
15
名
が
理
事

候
補
者
と
な
っ
て
い
た
。
当
日
出
席
者

は
12
名
。

そ
の
理
事
会
準
備
会
で
理
事
長
候
補

者
を
選
び
、
理
事
長
候
補
者
の
議
事
進

行
の
下
、
理
事
長
候
補
者
か
ら
の
推
薦

理
事
７
名
、
理
事
候
補
者
か
ら
の
推
薦

理
事
３
名
が
決
定
し
た
。

更
に
推
薦
理
事
計
10
名
の
諾
否
を
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
１
名
が
辞
退
さ
れ
た
。

結
果
９
名
の
理
事
候
補
者
が
決
定
し
て

い
る
の
で
、
そ
れ
の
承
認
を
求
め
る
の

が
準
備
会
か
ら
の
提
案
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
５
月
14
日
付
で
小
田
桐
常

務
理
事
よ
り
「
理
事
会
準
備
会
は
細
則

６
条
に
違
反
し
て
い
る
。
改
め
て
の
開

催
を
求
め
る
」
と
の
疑
義
が
事
務
局
に

提
出
さ
れ
た
。
同
様
な
意
見
が
石
井
理

事
か
ら
も
事
務
局
に
寄
せ
ら
れ
た
。
し

た
が
っ
て
、
こ
の
理
事
会
で
そ
の
件
に

関
し
て
審
議
し
た
い
。

（
小
田
桐
常
務
理
事
）

１．

各
委
員
会
委
員
長
は
と
も
か
く
、

副
委
員
長
ま
で
理
事
長
が
指
名
し
承

認
を
求
め
る
の
は
細
則
６
条
に
違
反

す
る
。

２．

選
挙
で
選
ば
れ
た
15
人
の
理
事
は

推
薦
す
る
権
利
を
有
す
る
の
で
は
な

い
か
。

３．

理
事
会
準
備
会
に
限
ら
ず
、
議
事

録
を
常
に
作
成
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

現
状
を
踏
ま
え
た
う
え
で
適
切
な
対

応
を
審
議
し
た
い
。

（
橋
本
）
石
井
理
事
か
ら
の
発
言
を
求
め

ま
す
。

（
石
井
）
言
っ
た
、
言
わ
な
い
の
議
論
に

は
し
た
く
な
い
。
あ
る
い
は
記
憶
違
い

も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
と
の
こ
と
を
先

に
申
し
あ
げ
る
。
私
の
認
識
は
、
ま
ず

音
理
事
長
（
候
補
）
か
ら
新
し
い
体
制
の

人
事
案
の
説
明
が
あ
っ
た
。
続
い
て
理

事
候
補
者
に
つ
い
て
の
追
加
の
提
案
を

求
め
る
発
言
が
あ
っ
て
、
３
人
ほ
ど
の

第
　
回
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞

大
賞
、
優
秀
賞
が
決
定

―
5
月
理
事
会
報
告
―

49

と
ま
っ
た
の
が
お
手
元
の
答
申
案
で
あ
る
。

（
答
申
案
全
７
条
の
内
容
紹
介
・
略
）

こ
の
時
点
で
会
議
開
始
か
ら
約
３
時
間
半
を

経
過
し
て
い
た
。

坂
本
理
事
よ
り
「
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
選
考
の

根
本
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
り
、
慎
重
な
審
議

が
必
要
と
思
う
が
そ
の
た
め
に
は
今
回
は
時
間

足
ら
ず
と
な
る
と
思
う
。
理
事
会
で
の
議
論
は

先
に
延
ば
す
こ
と
が
適
当
で
は
な
い
か
」
と
の

提
案
が
あ
っ
た
。
こ
の
改
革
は
理
事
会
で
討
議

し
決
定
し
、
必
要
な
部
分
（
定
款
に
抵
触
す
る

部
分
）
は
総
会
に
諮
る
と
い
う
段
取
り
が
必
要

だ
が
、
答
申
案
の
内
容
は
運
用
上
の
問
題
で
あ

り
、
総
会
に
合
わ
せ
る
必
要
は
な
い
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
慎
重
な
議
論
が
必
要
と
の
判
断

か
ら
、
次
回
以
降
の
理
事
会
に
て
詳
細
に
検
討

す
る
こ
と
（
専
務
理
事
）
と
の
提
案
が
あ
り
、

了
承
さ
れ
た
。

な
お
、
こ
の
小
委
員
会
は
50
年
記
念
に
際
し

て
あ
ら
ゆ
る
点
で
の
再
検
証
を
し
よ
う
と
の
観

点
か
ら
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
願
わ
く
は

今
年
度
選
考
に
間
に
合
わ
せ
て
の
審
議
を
願
い

た
い
と
の
希
望
も
合
わ
せ
て
表
明
さ
れ
、
了
承

さ
れ
た
。

６．
「
そ
の
他
③
」
入
会
の
件

秋
吉
淳
一
郎
さ
ん
、
草
川
衛
さ
ん
、
田
中
秋

夫
さ
ん
。
３
人
は
Ｃ
Ｍ
部
門
の
新
委
員
候
補
で

あ
る
た
め
、
五
井
Ｃ
Ｍ
部
門
委
員
長
よ
り
補
足

説
明
が
あ
っ
た
。

以
上
で
、
４
時
間
の
理
事
会
は
散
会
と
な
っ

た
。

◇
次
回
以
降
の
理
事
会
日
程

６
月
　
６
月
16
日
（
土
）
※
総
会
も
同
日
開
催

７
月
　
７
月
23
日
（
月
）

【
出
席
】
音
好
宏
、
橋
本
隆
、
上
滝
徹
也
、
小

田
桐
誠
、
藤
田
真
文
、
丹
羽
美
之
、
桜
井
聖
子
、

五
井
千
鶴
子
、
滝
野
俊
一
、
飯
田
み
か
、
石
井

彰
、
入
江
た
の
し
、
川
喜
田
尚
、
隈
部
紀
生
、

河
野
尚
行
、
坂
本
衛
、
嶋
田
親
一
、
稗
田
政
憲
、

中
島
好
登

会
議
記
録

﹇
５
月
﹈

15
日

ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
改
革
小
委
員
会

17
日
　
　
　
　
　
　
　
出
版
編
集
委
員
会

22
日
　
　
　
（
選
奨
）
ラ
ジ
オ
定
例
部
会

24
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
会

29
日
　
　
　
　
（
選
奨
）
テ
レ
ビ
月
評
会

4

ラジオ部門
＜ギャラクシー賞入賞作品を聴いて、語り合う会 Vol.15＞開催！

日時：7月7日（土）午後1時～
会場：ニッポン放送イマジンスタジオ（有楽町・ニッポン放送B2F）
参加費：1500円（学生1000円）

第49回ギャラクシー賞ラジオ部門に入賞した8作品の中から
1作品を試聴していただき、制作者の方と語り合います。

また、DJパーソナリティ賞を受賞された
吉田尚記さんにも参加して頂きお話を伺います。
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ビ
・
ラ
ジ
オ
だ
け
で
な
く
街
頭
募
金
や
イ
ベ
ン

ト
等
、
報
道
「
活
動
」
と
い
う
意
味
で
評
価
し

た
。
優
秀
賞
は
「
市
営
散
弾
銃
…
」
と
「
記
者

た
ち
の
眼
差
し
」。

（
詳
細
は
「
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｃ
」
７
月
号
に
掲
載
）

委
員
会
報
告
終
了
後
石
井
理
事
か
ら
、
今
回

の
テ
レ
ビ
選
奨
委
員
会
の
選
考
に
関
し
て
発
言

許
可
を
求
め
ら
れ
た
の
で
認
め
た
。

（
石
井
理
事
）
個
々
の
番
組
の
入
賞
や
落
選
に

関
し
て
は
申
し
あ
げ
る
こ
と
は
な
い
。

以
下
３
点
に
関
し
、
問
題
あ
り
と
考
え
る
。

１．

大
賞
・
優
秀
賞
が
全
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
キ
ー
局

で
あ
る
こ
と
。
選
奨
以
上
の
14
本
の
中
に
地

方
局
制
作
が
１
本
（
名
古
屋
局
は
準
キ
ー
局

扱
い
）
で
あ
る
こ
と
。

２．

大
賞
・
優
秀
賞
４
本
中
３
本
が
月
間
賞
か

ら
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
。

３．

公
正
な
手
続
き
と
情
報
開
示
が
行
わ
れ
た

か
疑
問
。
再
審
査
が
必
要
で
は
な
い
か
。

（
個
々
条
文
の
指
摘
点
に
関
し
て
は
詳
し
い
具

体
的
な
説
明
が
加
え
ら
れ
て
い
た
。
前
項
と
同

様
に
概
略
の
み
で
略
）。

こ
の
提
議
に
関
し
て
、
テ
レ
ビ
選
奨
委
員
会

上
滝
委
員
長
、
川
喜
田
副
委
員
長
、
藤
田
委
員

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
事
実
経
過
（
特
に
３．

に
関
し

て
）
の
説
明
と
そ
れ
に
基
づ
く
見
解
が
表
明
さ

れ
た
。（
選
考
過
程
の
一
部
の
公
表
と
な
る
の

で
略
し
ま
す
）

３．

に
関
し
、
小
田
桐
選
奨
事
業
委
員
長
か

ら
の
発
言
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
こ
の
問
題
は

ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
選
考
の
基
本
に
関
わ
る
の
で

選
奨
委
員
会
委
員
を
経
験
し
て
い
る
か
ど
う
か

に
拘
わ
ら
ず
、
全
理
事
の
発
言
を
求
め
た
。

五
井
Ｃ
Ｍ
委
員
長
、
入
江
理
事
、
桜
井
ラ
ジ

オ
委
員
長
、
坂
本
理
事
、
嶋
田
理
事
、
河
野
理

事
、
飯
田
理
事
、
稗
田
理
事
、
隈
部
理
事
、
滝

野
理
事
、
丹
羽
理
事
、
橋
本
専
務
理
事
、
音
理

事
長
の
順
で
発
言
し
た
。

石
井
理
事
指
摘
の
１．
（
地
方
局
が
少
な
い
）

及
び
２．
（
月
間
賞
か
ら
の
上
位
作
が
多
い
）

に
関
し
て
は
、「
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
応
募
さ

れ
た
作
品
に
、
毎
月
の
月
評
会
活
動
を
重
視
し

そ
の
中
で
選
ば
れ
た
月
間
賞
受
賞
作
が
入
賞
候

補
作
と
な
る
と
い
う
ル
ー
ル
の
下
に
公
正
・
自

律
的
に
選
奨
委
員
が
ク
オ
リ
テ
ィ
を
重
視
し
て

審
査
選
奨
す
る
と
し
た
場
合
、
こ
う
い
っ
た
ケ

ー
ス
は
当
然
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
る
と
し
て
、

問
題
は
な
い
。
選
奨
委
員
の
選
奨
活
動
に
も
っ

と
リ
ス
ペ
ク
ト
を
払
う
べ
き
」
と
結
論
さ
れ
た
。

３．

の
件
に
関
し
て
も
選
奨
委
員
の
選
奨
は

公
正
に
行
わ
れ
た
と
の
結
論
で
あ
る
。
情
報
開

示
が
適
当
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
意
見
の
分
か

れ
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
が
、
全
体
と
し
て
は
適

正
で
再
審
査
の
必
要
は
な
い
と
さ
れ
た
。

提
議
さ
れ
た
石
井
理
事
も
了
承
し
た
。

な
お
、
橋
本
専
務
理
事
か
ら
「
新
体
制
の
選

奨
事
業
委
員
会
が
発
足
し
た
後
に
選
奨
事
業
委

員
長
、
各
部
門
委
員
長
、
副
委
員
長
に
お
集
ま

り
い
た
だ
き
、
改
め
て
今
日
の
議
論
内
容
を
報

告
し
た
う
え
で
協
力
を
お
願
す
る
つ
も
り
だ
」

と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

◇
企
画
事
業
委
員
会
　
藤
田
委
員
長

特
に
な
し
。

◇
マ
イ
ベ
ス
ト
Ｔ
Ｖ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

滝
野
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

年
間
グ
ラ
ン
プ
リ
が
「
妖
怪
人
間
ベ
ム
」
に

決
ま
り
、
月
曜
日
に
発
表
し
た
。
今
回
、

Y
ahoo!

・G
yaO
!

と
提
携
し
て
グ
ラ
ン
プ
リ
投

票
を
行
っ
た
。G

yaO
!

投
票
者
が
２
４
８
１
名
、

放
懇
Ｗ
e
ｂ
会
員
投
票
者
は
１
５
６
０
名
だ
っ

た
。「
妖
怪
人
間
ベ
ム
」
は
９
３
７
票
だ
っ
た
。

双
方
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
殆
ど
同
じ
で
あ
っ
た
。

４．

第
49
回
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
贈
賞
式
の
件

（
入
江
理
事
）

各
委
員
長
に
講
評
は
３
分
ま
で
と
お
願
い
。

テ
レ
ビ
個
人
賞
の
小
泉
今
日
子
さ
ん
が
出
席
す

る
。来

年
は
50
周
年
だ
が
、
会
場
を
押
さ
え
な
い

と
い
け
な
い
。
改
め
て
議
題
に
し
た
い
。

５．
「
そ
の
他
②
」
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
改
革
小
委

員
会
答
申
案
に
つ
い
て

（
小
田
桐
小
委
員
会
委
員
長
）﹇
資
料
配
布
﹈

昨
年
の
総
会
で
承
認
さ
れ
た
小
委
員
会
を
設

立
し
、
７
回
の
会
議
を
開
催
し
た
。
そ
こ
で
ま

2

名
前
が
出
て
き
た
。
そ
し
て
そ
の
３
人
の
方
を

推
薦
す
る
こ
と
に
は
私
は
承
認
す
る
こ
と
を
了

承
し
た
。
私
の
出
席
し
て
い
た
理
事
会
で
は
、

副
委
員
長
ま
で
理
事
に
す
る
と
い
っ
た
こ
と
は

決
め
ら
れ
て
い
な
い
と
思
う
。
人
事
案
の
説
明

と
理
事
候
補
者
の
推
薦
と
は
別
の
も
の
と
理
解

し
て
い
る
。

（
以
上
が
発
言
の
概
略
で
あ
り
ま
す
―
文
責
橋

本
）以

後
、
準
備
会
出
席
者
（
入
江
理
事
、
坂
本

理
事
、
嶋
田
理
事
、
中
島
理
事
、
藤
田
常
務
理

事
、
上
滝
常
務
理
事
、
桜
井
理
事
、
丹
羽
理

事
＝
準
備
会
当
日
欠
席
、
橋
本
専
務
理
事
／
発

言
順
）
及
び
隈
部
理
事
が
順
次
、
そ
れ
ぞ
れ
の

意
見
を
述
べ
た
。
全
員
発
言
の
後
、
更
に
複
数

の
理
事
の
そ
れ
ま
で
の
発
言
に
対
し
て
の
意
見

表
明
が
続
い
た
。
又
、
川
喜
田
理
事
、
稗
田
理

事
か
ら
の
意
見
表
明
も
あ
っ
た
。（
こ
こ
の
発

言
は
略
し
ま
す
）
最
後
に
音
理
事
長
か
ら
の
発

言
が
あ
っ
た
。（
同
様
に
略
）

そ
の
結
果
、
音
理
事
長
（
候
補
）
は
「
推
薦

に
あ
た
り
来
年
の
50
周
年
を
前
に
し
て
、
今
ま

で
の
活
動
の
継
続
性
を
重
視
し
基
本
的
に
現
執

行
部
体
制
を
維
持
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
任
期

満
了
の
各
委
員
会
委
員
長
、
副
委
員
長
が
い
る

の
で
そ
の
後
任
の
選
出
を
考
慮
し
、
選
挙
理
事

15
名
を
含
め
、
新
体
制
確
立
の
た
め
副
委
員
長

を
含
む
推
薦
理
事
案
」
を
提
案
し
た
。
そ
の
結

果
７
名
を
推
薦
理
事
と
し
て
指
名
し
た
。

そ
の
後
、
出
席
の
選
挙
理
事
か
ら
３
名
の
推

薦
が
あ
っ
た
。
結
果
10
名
の
推
薦
理
事
候
補
が

決
ま
り
、
全
員
に
確
認
し
承
認
を
得
た
。

最
後
は
、
事
務
局
長
が
10
名
の
方
に
推
薦
を

受
け
る
か
ど
う
か
の
連
絡
を
す
る
が
よ
ろ
し
い

か
と
の
確
認
が
あ
り
、
そ
れ
も
承
認
さ
れ
た
経

緯
が
確
認
さ
れ
た
。

記
憶
・
認
識
に
あ
や
ふ
や
な
点
の
あ
る
理
事

も
い
た
が
、
専
務
理
事
は
音
声
録
音
を
聴
取
・

確
認
し
て
の
説
明
を
し
た
。

ま
た
、
こ
う
い
っ
た
指
名
手
続
き
は
４
年
前

や
２
年
前
に
も
行
わ
れ
て
い
て
、
そ
の
都
度
準

備
理
事
会
で
承
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
確
認
さ

れ
た
。

し
た
が
っ
て
、
１．

に
つ
い
て
「
細
則
６
条

に
は
違
反
し
て
い
な
い
」、
２．

に
つ
い
て
「
理

事
は
推
薦
の
権
利
を
履
行
し
て
い
る
」
こ
と
が

確
認
さ
れ
、
今
回
の
準
備
会
の
決
定
作
業
に
な

ん
ら
問
題
は
な
い
と
の
結
論
を
得
た
。

な
お
、
副
委
員
長
の
指
名
に
関
し
て
は
、
理

事
長
（
候
補
）
が
委
員
長
（
候
補
）
に
副
委
員
長

と
し
て
誰
を
想
定
し
て
い
る
か
等
の
意
見
交
換

を
し
て
両
者
一
致
の
会
員
を
指
名
し
て
い
る
こ

と
も
確
認
し
た
。

小
田
桐
常
務
理
事
と
石
井
理
事
も
了
承
し
た
。

又
、
議
事
録
作
成
に
関
し
て
は
、
橋
本
専
務

理
事
か
ら
「
同
様
な
見
解
を
持
っ
て
い
る
が
、

実
務
作
業
と
し
て
作
成
す
る
の
は
か
な
り
の
困

難
が
あ
る
。
理
想
と
い
う
こ
と
は
理
解
し
な
が

ら
も
当
座
は
音
声
の
記
録
を
残
す
こ
と
を
事
務

局
に
通
知
し
て
お
き
ま
す
」
と
の
発
言
が
あ
っ

た
。

３．

委
員
会
活
動
報
告
（
続
き
）

◇
選
奨
事
業
委
員
会

〈
テ
レ
ビ
部
門
〉
上
滝
委
員
長

大
賞
は
「
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
」。
優
秀
賞
は
「
鈴

木
先
生
」「
し
あ
わ
せ
の
カ
タ
チ
」「
世
界
の
果

て
ま
で
イ
ッ
テ
Ｑ
」。
特
別
賞
は
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
つ
く
る
放
射
能
汚
染
地
図
」、
震
災
関
連

で
の
特
別
賞
と
い
う
性
格
と
、
従
来
の
特
別
賞

の
性
格
を
合
わ
せ
た
少
し
重
い
特
別
賞
。

〈
ラ
ジ
オ
部
門
〉
桜
井
委
員
長

大
賞
は
「
鉄
に
な
る
日
」。
優
秀
賞
は
「
久
米
宏

ラ
ジ
オ
な
ん
で
す
け
ど
」「
元
禄
・
堂
島
米
市

場
螢
舞
」「
消
え
た
月
光
仮
面
」。
５
月
22
日
に

合
評
会
を
開
催
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
第
１
の
朝
ワ
イ
ド

「
す
っ
ぴ
ん
！
」
を
聞
い
た
。
入
賞
作
品
を
聴
く

会
を
７
月
中
で
調
整
中
。

〈
Ｃ
Ｍ
部
門
〉
五
井
委
員
長

大
賞
は
サ
ン
ト
リ
ー
「
歌
の
リ
レ
ー
」。
震
災
後

い
ち
早
い
対
応
に
絶
大
な
る
評
価
が
あ
っ
た
。

優
秀
賞
は
ト
ヨ
タ
「
シ
リ
ー
ズ
Ｆ
Ｔ
Ｄ
Ａ
」、
ラ

イ
オ
ン
「
歯
ブ
ラ
シ
家
族
シ
リ
ー
ズ
」。

〈
報
道
活
動
部
門
〉
小
田
桐
委
員

大
賞
は
「
絆
い
わ
て
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。
テ
レ


